
片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の

新
規
相
談
は
、
10
月
は
73
人
と

な
っ
て
い
る
。
ひ
き
こ
も
り
相

談
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。
イ

八
王
子
市
の
家
賃
補
助
制
度
な

ど
を
参
考
に
低
廉
な
家
賃
の
住

宅
確
保
策
の
提
案
を
。
ウ
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
の
「
出
掛
け
る
福

祉
」
の
実
践
の
た
め
、
人
員
配

置
の
充
実
を
。
エ
年
末
年
始
の

居
所
や
困
窮
者
の
相
談
体
制
は
。

部
長　

ア
相
談
件
数
は
10
月

か
ら
の
２
か
月
で
９
件
で
あ
り
、

現
在
、
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

イ
居
住
支
援
協
議
会
や
庁
内
と

の
連
携
に
努
め
た
い
。
ウ
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。
エ
例
年
、
施

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

ア
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
親
子
で

の
在
宅
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
で
、
児
童
虐
待
の
増
加
・
深

刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

市
へ
の
相
談
状
況
な
ど
か
ら
読

み
取
れ
る
傾
向
は
あ
る
か
。
イ

市
の
虐
待
予
防
の
要
と
な
る
個

別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
の
開
催
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
学
校
や

保
育
所
の
出
欠
状
況
等
が
要
保

護
児
童
の
状
況
を
確
認
す
る
上

で
重
要
な
情
報
と
な
る
が
、
長

く
休
校
が
続
い
た
こ
と
で
問
題

は
生
じ
な
か
っ
た
か
。
ウ
乳
幼

児
健
診
の
未
受
診
者
は
虐
待
の

リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
所
在
や
状
況
の
把
握
が
重

要
と
な
る
。
集
団
健
診
の
中
止

で
未
受
診
者
や
所
在
確
認
が
で

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
国
民
健
康
保
険
税
の
減
税

を
求
め
る
。
ア
来
年
度
の
増
税

を
行
わ
な
い
理
由
は
何
か
。
イ

財
政
健
全
化
計
画
で
は
、
そ
の

他
繰
入
金
を
毎
年
の
国
民
健
康

保
険
税
の
増
税
な
ど
に
よ
り
、

予
算
ベ
ー
ス
で
毎
年
５
千
万
円

ず
つ
削
減
し
、
６
年
で
３
億
円

を
削
減
す
る
と
し
て
い
る
。
２

０
１
８
年
度
の
決
算
額
で
は
、

３
億
４
千
万
円
削
減
さ
れ
て
お

り
、
既
に
６
年
間
の
目
標
を
達

成
し
て
い
る
。
計
画
と
の
整
合

性
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ウ
毎
年
増
税
す
る
形
と

な
っ
て
い
る
財
政
健
全
化
計
画

を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
の
中
、
財
政
状
況

き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
る
等
の

影
響
は
出
て
い
な
い
か
。

部
長　

ア
児
童
虐
待
を
含
む

養
護
相
談
の
件
数
は
前
年
か
ら

４
割
程
度
増
加
し
て
い
る
が
、

児
童
虐
待
と
い
う
よ
り
は
、
生

活
が
変
化
す
る
中
で
養
育
や
子

育
て
に
困
難
を
抱
え
る
家
庭
が

増
え
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
イ
ケ
ー
ス
検
討
会
議
は
前

年
の
６
割
程
度
の
開
催
と
な
っ

た
。
臨
時
休
校
中
は
定
期
的
な

情
報
収
集
が
難
し
か
っ
た
が
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
訪
問
す
る
な
ど
、
可
能

な
限
り
確
認
に
努
め
た
。
ウ
個

別
健
診
と
し
た
こ
と
で
市
に
情

報
が
届
く
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ

は
あ
る
も
の
の
、
状
況
が
把
握

で
き
な
い
未
受
診
者
が
例
年
よ

り
多
い
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

設
管
理
室
に
情
報
提
供
し
て
お

り
、
緊
急
対
応
が
必
要
な
場
合

は
管
理
職
等
に
連
絡
し
て
い
る
。

❷
ア
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
入
れ
込
み
は
。

イ
民
間
賃
貸
住
宅
の
借
上
げ
な

ど
、
低
廉
家
賃
住
宅
の
確
保
を
。

部
長　

ア
基
本
的
な
検
討
事

項
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
イ
で

き
る
対
応
を
検
討
し
た
い
。

❸
ア
市
役
所
に
お
い
て
も
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
。

イ
脱
原
発
の
実
現
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

部
長　

ア
本
庁
舎
・
西
庁
舎

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

市
長　

イ
私
と
し
て
は
、
脱

原
発
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

や
被
保
険
者
の
負
担
を
総
合
的

に
判
断
し
た
。
イ
必
要
な
額
の

み
繰
り
入
れ
て
、
不
用
額
は
一

般
会
計
に
繰
り
戻
す
方
針
で
あ

る
。
ウ
法
定
外
繰
入
金
の
増
額

は
一
般
会
計
に
負
担
を
か
け
る
。

財
政
健
全
化
計
画
は
、
見
直
し

も
頭
に
入
れ
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

❷
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の
運
行
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
求
め
る
陳
情
が

採
択
さ
れ
た
。
北
東
部
循
環
は
、

現
行
ル
ー
ト
を
基
本
と
し
、
尊

重
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

現
状
と
し
て
は
、
意

見
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
新
庁
舎
等
の
建
設

に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

必
要
で
あ
り
、
市
民
案
と
現
在

の
案
を
比
較
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
と
提
案
し
ま
し
た
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

❶
市
内
の
小
・
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
率
は
38
・
４
％

で
あ
り
、
東
京
都
内
で
一
番
低

い
。
東
京
都
の
平
均
は
71
％
で

あ
り
、
そ
の
半
分
程
度
で
あ
る
。

和
式
ト
イ
レ
の
使
い
方
が
分
か

ら
ず
、
学
校
で
ト
イ
レ
を
我
慢

す
る
生
徒
も
お
り
、
衛
生
面
だ

け
で
な
く
健
康
面
に
も
影
響
が

出
て
い
る
。
学
校
は
、
災
害
時

に
は
避
難
所
に
も
な
る
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
も
使

え
る
ト
イ
レ
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
末
ま
で
に
50
％
を

目
指
す
と
い
う
今
の
方
針
で
は

遅
す
ぎ
る
。
早
急
に
ト
イ
レ
の

改
修
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
り
、
多
摩
26
市
、
東
京
都
平

均
に
近
づ
く
計
画
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

検
討
し
た
い
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
３
波
を
直
視
し
、
検
査
・
保

護
・
追
跡
の
抜
本
的
強
化
が
必

要
で
あ
り
、
感
染
拡
大
か
ら
市

民
生
活
を
守
る
取
組
を
求
め
る
。

ア
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
社
会
的
検
査
に
つ

い
て
、
市
が
実
施
を
決
め
た
介

護
と
障
が
い
者
施
設
だ
け
で
な

く
、
医
療
機
関
や
学
校
、
保
育

園
等
の
場
所
で
も
行
い
、
ま
た

一
度
き
り
で
は
な
く
定
期
的
に

行
う
べ
き
。
イ
市
内
の
医
療
機

関
が
独
自
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

財
政
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

ア
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。
イ
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
国
分
寺
市
本
多
図
書
館
な

ど
、
他
市
の
図
書
館
で
託
児
サ

ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。
子

育
て
の
最
中
に
、
月
に
１
時
間

だ
け
で
も
子
ど
も
と
離
れ
、
自

分
の
た
め
に
時
間
を
使
う
こ
と

で
、
親
が
元
気
を
取
り
戻
せ
る

な
ら
、
子
ど
も
に
も
良
い
効
果

を
生
む
。
ぜ
ひ
小
金
井
市
で
も

始
め
て
ほ
し
い
。
事
例
や
ニ
ー

ズ
の
調
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

部
長　

昭
島
市
、
青
梅
市
、

国
分
寺
市
で
始
ま
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
ニ
ー
ズ
調
査
は
し
っ

か
り
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

❷
ユ
ニ
セ
フ
で
は
、
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
と
は
、
子
ど

も
の
意
見
表
明
権
が
保
障
さ
れ
、

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
市
民
団
体
「
庁
舎
と
福
祉

会
館
の
建
設
を
考
え
る
会
」
が 

専
門
家
と
取
り
ま
と
め
た
対
案

（
市
民
案
）
を
採
用
し
て
建
設

費
の
大
幅
な
削
減
、
陽
当
た
り

の
良
い
３
千
㎡
の
広
場
空
間
の

確
保
、
新
庁
舎
と
同
等
の
免
震

構
造
を
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

に
も
採
用
、
の
３
点
を
実
現
し

た
ら
ど
う
か
。
地
方
自
治
体
の

財
政
運
営
の
大
原
則
は
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
に
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

っ
て
市
の
財
政
は
崖
っ
縁
で
あ

り
、
緊
急
に
市
長
と
全
議
員
に

よ
る
円
卓
会
議
を
開
催
し
、
大

幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
基
調
と

し
た
新
庁
舎
建
設
方
針
の
確
立

を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長　

大
幅
な
条
件
の
変
更

は
で
き
な
い
。
基
礎
的
与
条
件
、

設
計
条
件
と
し
て
示
し
た
も
の

を
見
直
す
と
い
う
こ
と
ま
で
は

考
え
ら
れ
な
い
。
円
卓
会
議
に

つ
い
て
の
提
案
は
、
本
日
は
意

見
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

❷
類
似
団
体
で
最
も
少
な
い 

職
員
数
で
運
営
さ
れ
て
い
る
東

久
留
米
市
は
、
非
常
に
参
考
に

な
る
。
類
似
団
体
最
少
数
の
職

員
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
言
う

の
は
た
や
す
い
が
、
相
当
力
を

入
れ
な
い
と
数
字
の
差
は
縮
ま

ら
な
い
。
市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長　

直
ち
に
東
久
留
米
市

以
下
の
職
員
数
で
自
治
体
経
営

を
行
え
る
か
と
言
え
ば
大
変
難

し
い
が
、
取
組
は
学
ぶ
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

加
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
ア
策
定
中
の
子
ど
も

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
に
は
、

子
ど
も
の
声
は
反
映
さ
れ
る
の

か
。
イ
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
の
対
象
年
齢
は
18
歳
ま
で

で
あ
り
、
若
者
の
相
談
に
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。
担
当
課
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ

の
観
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

部
長　

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
意
見
聴

取
等
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

イ
子
ど
も
の
権
利
条
例
で
は
対

象
が
18
歳
ま
で
だ
が
、
権
利
部

会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
判
断
す

る
。
担
当
課
に
つ
い
て
は
、
検

討
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
緑
地
・
農
地
等
の

保
全
と
活
用
に
よ
る
更
な
る
市

民
協
働
を
要
望
し
ま
し
た
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
ア
小
金
井
街
道
に
接
続
す

る
道
路
等
、
危
険
な
道
路
の
安

全
対
策
を
。
イ
東
八
道
路
南
側

地
域
の
バ
ス
路
線
の
整
備
や
、

都
道
沿
い
や
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

の
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
や
屋
根
の

整
備
が
で
き
な
い
か
。

部
長　

ア
七
軒
家
通
り
か
ら

小
金
井
街
道
に
出
る
交
差
点
に

つ
い
て
の
安
全
対
策
と
し
て
、

横
断
中
の
歩
行
者
と
の
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
現
在
の
停

止
線
の
位
置
と
な
っ
て
い
る
。

注
意
喚
起
看
板
に
つ
い
て
は
、

設
置
の
要
望
が
多
く
、
早
期
に

対
応
し
た
い
。
イ
バ
ス
路
線
の

運
行
の
見
直
し
は
、
利
用
状
況

や
採
算
性
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
運
転
士
不
足
等
で
対
応
は
難

し
い
が
、
要
望
は
伝
え
た
い
。

屋
根
・
ベ
ン
チ
の
設
置
は
優
先

度
を
含
め
設
置
の
可
否
を
検
討

し
て
い
る
。
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ

ス
の
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
は
、
現

状
で
は
難
し
い
。
東
小
金
井
駅

北
口
の
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
は
令

和
６
年
度
に
設
置
予
定
で
あ
る
。

❷
宅
地
開
発
や
住
宅
新
築
の

際
に
環
境
へ
の
配
慮
を
。
ア
電

柱
の
敷
地
内
設
置
を
。
イ
敷
地

内
の
緑
化
推
進
を
。
ウ
雨
水
を

地
面
に
浸
み
込
ま
せ
る
工
夫
を
。

部
長　

ア
開
発
区
域
内
の
電

柱
は
宅
地
内
へ
の
設
置
を
指
導

し
て
い
る
。
イ
緑
化
指
導
の
適

用
面
積
の
引
き
下
げ
を
検
討
す

る
。
ウ
市
道
の
集
水
ま
す
の
横

に
、
雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
す

る
事
業
を
推
進
す
る
。

厚生文教委員会
開催日時：１月８日（金）午後１時
審査案件：計16件

議会運営委員会
開催日時：１月19日（火）午後２時
審査案件：計７件

建設環境委員会
審査案件：計13件

総務企画委員会
審査案件：計11件

庁舎及び福祉会館建設等
調査特別委員会
審査案件：計２件

行財政改革推進調査特別委員会
審査案件：計２件

引き続き審査する案件

※�ＱＲコードをスマートフォン等で読み取ると、市議会
ホームページで一覧表をご覧いただくことができます。

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。


